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「岐阜イノベーション工房オープンセッション」を 

開催します 

 
岐阜イノベーション工房は、情報科学芸術大学院大学（通称：ＩＡＭＡＳ

イ ア マ ス

）が平成３０年

度から実施している地域企業のイノベーション活動を伴走型で支援するプログラムです。 

このたび、下記のとおり、オープンセッションを開催しますので、イノベーションや新規

事業を創出するための手法に興味のある方、次年度の事業への参加を検討している方など、

本事業に興味のある方はぜひご参加ください。 
 

記 

 

１ 日 時  令和８年３月１１日（水） １５：００～１６：３０ 

 

２ 会 場  ソフトピアジャパン・ワークショップ２４ ２F コラボ・ソピア 

       （大垣市今宿６－５２） 

 

３ 内 容 ・第１部 ミニレクチャー 

「〈未完了相〉でイノベーション活動を開く」 

  情報科学芸術大学院大学 小林
こばやし

 茂
しげる

 教授 

 

・第２部 ディスカッション 

「社内アイデア公募の「理想」と「現実」を繋ぐ――組織の壁を突破する実

効性の作り方」 

 

＜パネリスト＞ 

・ブラザー工業株式会社  

新規事業推進部事業開発グループグループ・マネジャー 川口
かわぐち

 絵
え

美
み

 氏 

・太平洋工業株式会社バルブ・TPMS事業本部  

バルブ技術部兼オープンイノベーション推進室課長 金森
かなもり

 和宏
かずひろ

 氏 

・吉田木材株式会社 代表取締役 吉田
よ し だ

 晃子
あ き こ

 氏 

＜モデレーター＞ 

・情報科学芸術大学院大学 小林 茂 教授   
           

  ※詳細は、リンクをご参照ください。 

https://www.iamas.ac.jp/news/gifu-innovation-studio-open-session/ 
       

https://www.iamas.ac.jp/news/gifu-innovation-studio-open-session/


 

 

４ 参加費    無料 

 

５ 問合せ先  情報科学芸術大学院大学  

        TEL：0584-75-6600 FAX：0584-75-6637 

E-mail: jimukyoku@ml.iamas.ac.jp 

         

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

小林 茂 情報科学芸術大学院大学（IAMAS）教授 

博士（メディアデザイン学・慶應義塾大学大学院メディアデザイン

研究科）。著書に『テクノロジーって何だろう？——〈未完了相〉で

出会い直すための手引き』、『Prototyping Lab第 2版』、共著書に

『アイデアスケッチ』、監訳書に『デザインと障害が出会うとき』

など。人工知能などのテクノロジーは、中立の単なる道具でもなけ

れば不可避で抗えない決定論的なものでもなく自在に解釈できるも

のであると捉え、多様な人々が手触り感を持って議論に参加できる

ような手法を探求している。岐阜県大垣市において隔年で開催して

いるメイカームーブメントの祭典「Ogaki Mini Maker Faire」では

2014 年より総合ディレクターを担当。 

岐阜イノベーション工房とは  

地域企業のイノベーション活動を伴走型で支援するプログラムです。 

参加者は、アートとテクノロジーが交差する領域で活動する先端的研究教育機関「IAMAS」

で培われた実践的な手法群を学びます。具体的には、現場観察からスケッチによるアイデア

創出、体験模型の作成、そして妥当性の確認へと至る、一連のプロセスを習得します。 

このアプローチで取り組んだ参加企業からは、新規事業の立ち上げや業務プロセスの刷新と

いった、具体的な成果が次々と生まれています。 

 

●●●●● 岐阜イノベーション工房 2025の内容 ●●●●● 

① オンデマンドプログラム（2 つの講座を自分の時間に合わせて受講が可能） 

 ・IoT デバイスを用いたデータ活用の入門講座 

・Web サービス（Figma）を利用したアプリ画面制作講座 

  

② 短期集中型演習プログラム 

小林茂教授の指導のもと、４日間チーム毎に組まれたプログラムを実施 

 

③ 伴走型実習プログラム 

演習プログラムで学んだ方法論をそれぞれの組織等に持ち帰り、自分たちで設定した実

際の課題に取り組む。助言等のサポートの機会有 

 

④ 成果報告会 

期間中の成果を報告する公開の成果報告会を開催 

 

 


